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　わたしたちが住
す

む雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

には神
か

楽
ぐら

と

いう伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

があります。この伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

は、いつごろからはじまったのか、

調
しら

べてみましょう。

　雨
う

竜
りゅう

神
じん

社
じゃ

は、雨
う

竜
りゅう

のまちが開
ひら

かれて

間
ま

もなくつくられ、毎
まい

年
とし

６月
がつ

と９月
がつ

に

お祭
まつ

りが行われます。昔
むかし

のお祭
まつ

りに

は、神
じん

社
じゃ

のけいだいにたくさんの出
で

店
みせ

がならび、すもう大
たい

会
かい

やしばいなど、い

ろいろな行
ぎょう

事
じ

が行
おこな

われ、大
おと

人
な

も子
こ

ども

もみんなで一
いち

日
にち

を楽
たの

しくすごしました。

　

▲神楽 1966（昭和 41）年

▲昔のすもう大会の様子
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　次
つぎ

のことに注
ちゅう

意
い

して、写
しゃ

真
しん

を使
つか

って、

まちの今
いま

と昔
むかし

をくらべてみましょう。

①  変
か

わらない所
ところ

はどこか。

②  変
か

わった所
ところ

はどこか。

③  どのように変
か

わったか。

▲今の雨竜市街の様子

▲昔の雨竜市街の様子
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⑴　どうやって使
つか

ったのかな？
　わたしたちは、館

かん

長
ちょう

さんに、資
し

料
りょう

館
かん

の案
あん

内
ない

をしてもらいました。

昔、使われていた古い
道具を調べてみましょ
う。

▲ 俵
たわら

編
あ

み機

▲たこ足直
じか

まき機

▲水田の除
じょ

草
そう

機 ▲万
まん

石
ごく

▲コークスストーブ

１
雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

の昔
むかし

の
くらし
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⑵　くらしはどう変
か

わったのだろう？
　はるなさんたちは、ストーブのうつ

り変
か

わりについて発
はっ

表
ぴょう

しました。

　ほかのいろいろな道
どう

具
ぐ

とくらしの変
へん

化
か

についても調
しら

べてみましょう。

古い道具が使われてい
たころの、くらしの様
子を調べましょう。

古い道具で使い方がわ
からないものは、お年
よりに聞いてみましょ
う。
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⑶　絵
え

年
ねん

表
ぴょう

をつくろう
　わたしたちは、自

じ

分
ぶん

たちでかいた絵
え

カードを古
ふる

い順
じゅん

にならべて、道
どう

具
ぐ

のう

つり変
か

りの絵
え

年
ねん

表
ぴょう

をつくりました。

　絵
え

年
ねん

表
ぴょう

には、仕
し

事
ご と

の様
よう

子
す

についても

調
しら

べて書
か

き入
い

れることにしました。

道具のうつり変わりを
もとにして、絵年表を
つくりましょう。

▲雨竜市街（1897 年） ▲じゅうけんじゅつのくん練

昭和時代初期

道
　
　
具ぐ

仕し

　
　
事ご
と

社
会
の
様よ
う

子す

昭和時代中期
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〔絵
え

年
ねん

表
ぴょう

のつくり方
かた

〕 

①  年
ねん

表
ぴょう

を４つの時
じ

期
き

に分
わ

ける。

②  調
しら

べたことを、左
ひだり

から右
みぎ

へ古
ふる

い順
じゅん

にならべる。

③  道
どう

具
ぐ

のうつり変
か

わりのほかに、仕
し

事
ご と

の様
よう

子
す

やその

　  ころの社
しゃ

会
かい

の様
よう

子
す

なども書
か

きこむ。

④  絵
え

カードや写
しゃ

真
しん

をはって、年
ねん

表
ぴょう

をまとめる。

▲昔の道路 ▲小学校のパソコン室

昭和時代後期 平成時代
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⑴　雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

を開
かい

拓
たく

した人
ひと

々
びと

① 村
むら

のたんじょう

　雨
う

竜
りゅう

の原
げ ん

野
や

を開
かい

拓
たく

しようと計
け い

画
か く

をし

たのは、三
さん

条
じょう

実
さね

美
み

、蜂
はち

須
す

賀
か

茂
もち

韶
あき

、菊
きく

亭
てい

修
ゆき

季
すえ

たちの華
か

族
ぞく

でした。

　1889（明
めい

治
じ

22）年
ね ん

、三
さん

条
じょう

実
さね

美
み

は華
か

族
ぞく

組
く み

合
あ い

を作
つ く

り、アメリカのような大
だ い

農
の う

場
じょう

を作
つ く

ろうと考
かんが

えました。そして1890

（明
めい

治
じ

23）年
ね ん

から開
かい

拓
たく

が始
は じ

まりました。

　開
かい

拓
たく

が始
は じ

まったころの雨
う

竜
りゅう

は、川
かわ

の

近
ち か

くに大
お お

きな木
き

がどこまでもたくさん

生
は

えていました。また、熊
くま

ざさがびっ

しりとしげっているので、仕
し

事
ご と

が思
おも

う

ように進
す す

みませんでした。

　北
ほ っ

海
か い

道
ど う

の開
かい

拓
たく

の様
よう

子
す

を調
しら

べて歩
あ る

いた

川
かわ

上
かみ

十
じゅう

郎
ろう

は1890（明
めい

治
じ

23）年
ね ん

、この

ちいきに来
き

たときのことを日
に っ

誌
し

に記
き

録
ろ く

していました。

華族とはどのような人
たちのことか調べてみ
ましょう。

▲開拓のころの原野

２
雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

のうつ
りかわり

川
かわ

上
かみ

十郎さんのお話
　滝

たき

川
かわ

村
むら

（滝
たき

川
かわ

市
し

）をたって新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

村
むら

（新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

町
ちょう

）をだ
いぶすぎたころ、かんしゅがサーベルに手

て

をかけて囚
しゅう

人
じん

をは
たらかせて増

まし

毛
け

道
どう

路
ろ

をつくっていました。石
いし

狩
かり

川
がわ

の岸
きし

では、メ
ノコ（アイヌの女

おんな

の人
ひと

）が三
さん

人
にん

、舟
ふね

にのってじゅんさい
（水

みず

草
くさ

の種
しゅ

類
るい

で、若
わか

芽
め

や若
わか

い葉
は

を食
た

べる）を取
と

っていました。
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　ところが、1891年
ねん

（明
めい

治
じ

24）年
ねん

、三
さん

条
じょう

実
さね

美
み

が病
びょう

気
き

で死
し

んだので、華
か

族
ぞく

組
くみ

合
あい

はかいさんすることになりました。

　華
か

族
ぞく

組
くみ

合
あい

農
のう

場
じょう

がかいさんした時
とき

、雨
う

竜
りゅう

の土地は蜂
はち

須
す

賀
か

・戸
と

田
だ

・町
まち

村
むら

の３人
にん

でわけて、農
のう

場
じょう

としてやっていくこと

にしました。

　1892（明
めい

治
じ

25）年
ねん

、雨
う

竜
りゅう

は北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

から村
むら

としてみとめられました。市
し

街
がい

は尾
お

白
しら

利
り

加
か

波
は

止
と

場
ば

のところにありました。

　1898（明
めい

治
じ

31）年
ねん

の水
すい

害
がい

で、川
かわ

が

浅
あさ

くなり、汽
き

船
せん

が行
い

き来
き

できなくなり

ました。そこで、1900（明
めい

治
じ

33）年
ねん

、

雨
う

竜
りゅう

市
し

街
がい

は今
いま

の場
ば

所
しょ

にうつりました。

▲開拓当時の雨竜市街

オシラリカ川
がわ

をわたって少
すこ

し行
い

くと、熊
くま

ざさの中
なか

に入
はい

ってしまい、よう
やく雨

う

竜
りゅう

農
のう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

をさがしあてました。事
じ

務
む

所
しょ

のそばには、機
き

械
かい

そう
こや、物

もの

置
おき

小
こ

屋
や

がたてられてあり、あちこちの畑
はたけ

で、みんながまっ黒
くろ

に
なって働

はたら

いていました。四
よん

頭
とう

引
び

きの牛
うし

を使
つか

い、メリメリと木
き

の根
ね

をほり
起

お

こした様
よう

子
す

は、すさまじさと力
ちから

強
づよ

さを感
かん

じさせられました。
　「４０日

にち

あまりで１４８ヘクタールの土
と

地
ち

を開
ひら

きました。みんなが力
ちから

を合
あ

わせて、よく働
はたら

いてくれるので、どんどん畑
はたけ

が広
ひろ

くなっていきます。」と支
し

配
はい

人
にん

の町
まち

村
むら

金
きん

弥
や

が話
はな

しながら、植
う

えつけのすんだ畑
はたけ

をあんないしてくれま
した。とうきび、えんばく、だいず、しょうず、そさい、ばれいしょ、春

はる

ま
き小

こ

麦
むぎ

、ドイツ小
こ

麦
むぎ

、アメリカ白
しろ

小
こ

麦
むぎ

などが、ぐんぐんのびていました。
　「飲

の

み水
みず

は、石
いし

狩
かり

川
がわ

でくんで、馬
ば

車
しゃ

で運
はこ

び、こして使
つか

っているので
す。」と係

かかり

の人
ひと

が話
はな

しました。（８月
がつ

１５日
にち

　記
き

）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「雨

う

竜
りゅう

町
ちょう

１００年
ねん

史
し

」より
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　②　米
こめ

作
づく

り

　昔
むかし

は、今
いま

使
つか

われているような機
き

かい

がなく、人
ひと

や馬
うま

の力
ちから

で仕
し

事
ごと

をしていま

した。　

　馬
うま

を使
つか

う道
どう

具
ぐ

もたくさんあり、馬
うま

が

農
のう

家
か

の仕
し

事
ごと

を助
たす

ける大
おお

きな力
ちから

になって

いたこともわかります。大
たい

切
せつ

な米
こめ

を手
て

に入
い

れるためには、石
いし

狩
かり

川
がわ

を下
くだ

り、滝
たき

川
かわ

で交
こう

かんしなければなりませんでし

た。そこで農
のう

場
じょう

では畑
はたけ

の作
さく

物
もつ

中
ちゅう

心
しん

か

ら、米
こめ

作
づく

りに力
ちから

を入
い

れていくことにし

ました。1897（明
めい

治
じ

30）年
ねん

から本
ほん

か

く的
てき

に米
こめ

作
づく

りをはじめました。

　働
はたら

く人
ひと

もたくさん必
ひつ

要
よう

でした。富
と

山
やま

県
けん

や香
か

川
がわ

県
けん

、兵
ひょう

庫
ご

県
けん

などからもたく

さんの人
ひと

たちが移
うつ

ってきて、米
こめ

作
づく

りは

農
のう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

に広
ひろ

がっていきました。

　1921（大
たい

正
しょう

10）年
ねん

には、農
のう

場
じょう

の数
かず

▲大正のころの田畑の
　ようす
　1921（大正 10）年

▲たこ足直まき

▲しろかき

▲国領に移住した人たち

▲田おこし
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は900戸
こ

になりました。

　米
こめ

作
づく

りには水
みず

が必
ひつ

要
よう

です。そのため

に、農
のう

場
じょう

では水
すい

門
もん

や水
すい

路
ろ

を15万
まん

円
えん

の

お金
かね

を出
だ

して５年
ねん

間
かん

もかけてつくりま

した。

　米
こめ

作
づく

りの仕
し

事
ごと

はほとんどが手
て

仕
し

事
ごと

で

した。子
こ

どもたちもいそがしいときは

学
がっ

校
こう

から急
いそ

いで帰
かえ

り、家
いえ

の手
て

伝
つだ

いをし

ました。

　人
ひと

と馬
うま

による米
こめ

作
づく

りも60年
ねん

ほど前
まえ

から、春
はる

の田
た

おこしにはこううん機
き

を

使
つか

い、その後
ご

、田
た

植
う

えやいねかりにも

機
き

かいが使
つか

われるようになりました。

　年
ねん

　表
ぴょう

１俵は 60kg、約 20 円

人びとの努力で 1900
（明治 33）年、初めて
農場は黒字になりまし
たが、人々のくらしは
けっして楽ではありま
せんでした。

西 暦 年 代 年 出　来　事

22
23

24
25
30
31
33
10

  三条実美が華族組合をつくる
  開拓が始まる
  川上十郎が雨竜をおとずれる
  三条実美が病死
  雨竜村のたん生　市街は尾白利加波止場
  本かく的な米作りが始まる
  水害で川が浅くなり、汽船が行き来できなくなる
  市街が今の場所に移動
  農場の農家は９００戸

1888
1890

1891
1892
1897
1898
1900
1921

明 治

大 正

▲最初のころの機械によ
　るいねかり
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　③　戦
せん

争
そう

のころ

　1937（昭
しょう

和
わ

12）年
ねん

、雨
う

竜
りゅう

では、働
はたら

き手
て

の男
おとこ

の人
ひと

たちが次
つぎ

々
つぎ

と戦
せん

地
ち

へ行
い

っ

てしまいました。農
のう

家
か

では、女
おんな

の人
ひと

や

お年
とし

よりたちで、田
た

畑
はた

の仕
し

事
ごと

をしなけ

ればならなく大
たい

変
へん

でした。

　④　戦
せん

争
そう

が終
おわ

わって

　1945（昭
しょう

和
わ

20）年
ねん

８月、日
に

本
ほん

は負
ま

け、たくさんの命
いのち

をうばった長
なが

い戦
せん

争
そう

がやっと終
お

わりました。

　この年
とし

の秋
あき

は天
てん

候
こう

が悪
わる

く、米
こめ

はほと

んどとれませんでした。

　やがて、政
せい

治
じ

や教
きょう

育
いく

、農
のう

業
ぎょう

の仕
し

組
くみ

み

が新
あたら

しく変
か

わっていきました。今
いま

まで

農
のう

場
じょう

に小
こ

作
さく

料
りょう

をおさめて土
と

地
ち

を借
か

りて

いた人
ひと

たちも、「農
のう

地
ち

改
かい

かく」でみんな

自
じ

分
ぶん

の土
と

地
ち

を持
も

てるようになりました。

　また、外
がい

地
ち

から引
ひ

き上
あ

げてきた人
ひと

た

ちが、開
かい

拓
たく

地
ち

を求
もと

めて牧
まき

岡
おか

の植
しょく

林
りん

地
ち

1500ヘクタールを開
かい

放
ほう

するように農
のう

場
じょう

や町
まち

などにたのみました。1947（昭
しょう

和
わ

戦争が終わった後の雨
竜の人たちはどのよう
なくらしをしていたの
でしょう。

調べましょう。
○ 農地改かく
○ 外地

▲戦時中の子どもの写真

▲雨竜市街 1945（昭和 20）年



− 108 −

22）年
ねん

にはその願
ねが

いがかない、人
ひと

々
びと

は木
き

を切
き

りたおした所
ところ

などを、少
すこ

しず

つ開
かい

拓
たく

して田
た

畑
はた

を作りました。

　⑤　くらしを高
たか

める

　わたしたちのまちには、いくつもの

川
かわ

が流
なが

れています。

　川
かわ

の水
みず

はわたしたちの生
せい

活
かつ

と深
ふか

く関
かか

わり大
たい

切
せつ

なものですが、毎
まい

年
とし

のように

おとずれる洪
こう

水
ずい

は昔
むかし

の人
ひと

々
びと

をなやませ

つづけました。昔
むかし

の人
ひと

々
びと

は、洪
こう

水
ずい

をふ

せぐためにどのような工
く

夫
ふう

をしたので

しょうか。

　1898（明
めい

治
じ

31）年
ねん

〜1962（昭
しょう

和
わ

37）

年
ねん

の間
あいだ

に記
き

ろくにのこっているものだ

けでも17回
かい

の大
だい

洪
こう

水
ずい

が起
お

きています。

▲ 1953（昭和 28）年の大洪水
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　1955（昭
しょう

和
わ

30）年
ねん

には２度
ど

も水
すい

害
がい

が起
お

きました。みるみるうちに家
いえ

や田
た

畑
はた

を水
みず

びたしにしてしまいました。米
こめ

はひとつぶも実
みの

らず、かり取
と

ったいね

はそのままもやしてしまいました。

　1975（昭
しょう

和
わ

50）年
ねん

には尾
お

白
しら

利
り

加
か

川
がわ

の水
みず

があふれて、川
かわ

の近
ちか

くの家
いえ

が水
みず

に

つかったり、どろ水
みず

や石
いし

にうずめられ

て大
おお

きな被
ひ

害
がい

を受
う

けました。まちで

は、このようなおそろしい水
すい

害
がい

をふせ

ぎ、町
ちょう

民
みん

の安
あん

全
ぜん

なくらしを守
まも

るため

に、国
くに

の力
ちから

を借
か

りて治
ち

水
すい

工
こう

事
じ

をすすめ

ることにしました。

　また、農
のう

業
ぎょう

を中
ちゅう

心
しん

として発
はっ

展
てん

してい

くうちに、水
すい

田
でん

に必
ひつ

要
よう

な用
よう

水
すい

が足
た

りな

いことが問
もん

題
だい

になってきました。そこ

で1945（昭
しょう

和
わ

20）年
ねん

、「尾
お

白
しら

利
り

加
か

川
がわ

ダム（暑
しょ

寒
かん

湖
こ

）」を建
けん

設
せつ

しようという

声
こえ

が、まち全
ぜん

体
たい

に広
ひろ

がりました。

　1949（昭
しょう

和
わ

24）年
ねん

、当
とう

時
じ

の村
そん

長
ちょう

さ

んや村
むら

の代
だい

表
ひょう

の人
ひと

たちが集
あつ

まりダム建
けん

設
せつ

のために国
くに

などに働
はたら

きかけました。

① 堤防を高くして、川
　 の両岸をコンクリー
 　トで固める。
② 曲がりくねった川を
　 切りかえて水の流れ
　 をよくして、洪水に
 　よるはんらんをふせ
　 ぐ。
③ 尾白利加川の上流の
　 谷間に砂防ダムをつ
 　くり土砂崩れをふせ
　 ぐ。

▲1975（昭和 50）年の水害

▲治水工事
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　1957（昭
しょう

和
わ

32）年
ねん

、「尾
お

白
しら

利
り

加
か

川
がわ

ダ

ム（暑
しょ

寒
かん

湖
こ

）」をつくる工
こう

事
じ

が始
はじ

めら

れました。1966（昭
しょう

和
わ

41）年
ねん

、ダム

は19億
おく

円
えん

のお金
かね

をかけて完
かん

成
せい

しまし

た。このダムのおかげで、水
すい

田
でん

に必
ひつ

要
よう

な用
よう

水
すい

が今
いま

までの水
すい

田
でん

約
やく

1900ヘクタ

ール分
ぶん

と新
あたら

しい水
すい

田
でん

約
やく

1000ヘクター

ル分
ぶん

として使
つか

えるようになりました。

　今
いま

でも忘
わす

れることができないのは、水
みず

不
ぶ

足
そく

です。特
とく

に、昭
しょう

和
わ

13

年
ねん

の水
みず

不
ぶ

足
そく

は深
しん

こくでした。６月
がつ

中
ちゅう

じゅんから水
みず

がこなくなり、用
よう

水
すい

組
くみ

合
あい

長
ちょう

をしていたわたしは用
よう

水
すい

路
ろ

の見
み

回
まわ

りをしたり水
すい

門
もん

の開
あ

け

しめに走
はし

りまわる日
ひ

々
び

が続
つづ

きました。そのため、自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

は全
まった

くできなくて、本
ほん

当
とう

にこまりました。家
いえ

に残
のこ

された者
もの

は、いくら働
はたら

いても草
くさ

取
と

りの仕
し

事
ごと

がおくれて、水
みず

のない田
た

んぼは雑
ざっ

草
そう

だらけに

なり、水
みず

不
ぶ

足
そく

と仕
し

事
ごと

のおくれで心
こころ

も体
からだ

も休
やす

まりませんでした。

　今
いま

はダムができて水
みず

も十
じゅう

分
ぶん

あるので、ずっと楽
らく

になったと思
おも

い

ます。
「雨

う

竜
りゅう

町
ちょう

100年
ねん

史
し

」より

ダムができた

▲尾白利加ダム（暑寒湖）

▲ダムのしゅすいとう
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　上
うえ

の写
しゃ

真
しん

は、雨
う

竜
りゅう

小
しょう

学
がっ

校
こう

が改
かい

善
ぜん

セ

ンターの所
ところ

にあったころのものです。

木
もく

ぞう平
ひら

屋
や

の校
こう

しゃで、今
いま

の校
こう

しゃと

はだいぶ様
よう

子
す

がちがっています。

　今
いま

、雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

には小
しょう

学
がっ

校
こう

が１校
こう

しか

ありませんが、昔
むかし

は雨
う

竜
りゅう

小
しょう

学
がっ

校
こう

、雨
う

竜
りゅう

橋
きょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

、渭
い

ノ
の

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

、牧
まき

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

、川
かわ

上
かみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

、国
こく

領
りょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の６

校
こう

の小
しょう

学
がっ

校
こう

がありました。

⑵　学
がっ

校
こう

のうつりかわり
▲昔の雨竜小学校

▲渭ノ津小学校▲雨竜橋小学校
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　統
とう

合
ごう

した学
がっ

校
こう

を建
た

てるには広
ひろ

い土
と

地
ち

が必
ひつ

要
よう

だったの

で、田
た

畑
はた

だった場
ば

所
しょ

（現
げん

校
こう

舎
しゃ

から国
こく

道
どう

をはさんだ向
む

か

い側
がわ

）に、校
こう

しゃを建
た

てました。そこで、学
がっ

校
こう

まで遠
とお

くなった人
ひと

のためにスクールバスを走
はし

らせることにし

ました。統
とう

合
ごう

となる前
まえ

には、それぞれの学
がっ

校
こう

に何
なん

人
にん

ぐ

らいの児童がいたのでしょうか。

　2014（平
へい

成
せい

２６）年
ねん

には、

現
げん

校
こう

舎
しゃ

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

併
へい

設
せつ

校
こう

とな

り、現
げん

在
ざい

にいたります。

▲町内の児童のうつりかわり

▲牧岡小学校

▲雨竜小学校（旧校舎） ▲雨竜小・中学校（現在）

▲国領小学校

▲川上小学校

大正の頃
 1921

（大正10） 年

太平洋戦争の頃
1941

（昭和16）年

１つの学校になる頃
 1968

（昭和43）年

雨竜小学校 636（人） 674（人） 309（人）

雨竜橋小学校 293 380 174

渭ノ津小学校 60 60 55

川上小学校 83 83 31

牧岡小学校 ー ー 25

国領小学校 40 18 9

合　　計 1,112 1,215 603
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　村
むら

が開
ひら

かれたころは、木
き

を切
き

ったり、

熊
くま

ざさをかったりしただけの道
どう

路
ろ

をつ

くり、ぬま地
ち

には５、６本
ぽん

の丸
まる

太
た

をな

らべて、その上
うえ

に木
き

のえだや熊
くま

ざさを

しき、土
つち

をかぶせて土
ど

橋
ばし

をつくりました。

　雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

にも、鉄
てつ

道
どう

が通
とお

っていたこと

があります。札
さっ

沼
しょう

線
せん

といって、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

から沼
ぬま

田
た

町
ちょう

まで続
つづ

いていました。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

からの願
ねが

いがようやくかない

1935（昭
しょう

和
わ

10）年
ねん

に開
かい

通
つう

しました。

　ところが、戦
せん

争
そう

に使
つか

う鉄
てつ

が足
た

りなく

なったため、1944（昭
しょう

和
わ

19）年
ねん

にレ

ールが取
と

りはずされてしまいました。

鉄
てつ

道
どう

が使
つか

えなくなったため、春
はる

から秋
あき

までは、滝
たき

川
かわ

までバスが通
とお

るようにな

りました。しかし、冬
ふゆ

の間
あいだ

は江
え

部
べ

乙
おつ

ま

での客
きゃく

馬
ば

そりしかなく、乗
の

れない人
ひと

は歩
ある

かなければなりませんでした。

　戦
せん

争
そう

が終
お

わり、1956（昭
しょう

和
わ

31）年
ねん

に、ふたたび列
れっ

車
しゃ

が通
とお

るようになりま

した。町
ちょう

内
ない

には、雨
う

竜
りゅう

駅
えき

、石
いし

狩
かり

追
おい

分
わけ

駅
えき

⑶　交
こう

通
つう

のうつりかわり

▲昔の橋

▲鉄道の開通をよろこぶ
　人たち

▲昔のバス



− 114 −

のほか、南
みなみ

雨
う

竜
りゅう

や中
なか

雨
う

竜
りゅう

、

渭
い

ノ
の

津
つ

などの乗
じょう

こう場
じょう

もで

きました。

　しかし、10年
ねん

ほどたつと

バスやトラック、自
じ

家
か

用
よう

車
しゃ

による交
こう

通
つう

が発
はっ

達
たつ

し、鉄
てつ

道
どう

の利
り

用
よう

がだんだんとへって

いきました。

　1965（昭
しょう

和
わ

40）年
ねん

に7年
ねん

がかりで

つくった江
こう

竜
りゅう

橋
ばし

が完
かん

成
せい

し、大きな車

で大
おお

ぜいの人
ひと

やたくさんの荷
に

物
もつ

を運
はこ

べ

るようになりました。

　ついに1972（昭
しょう

和
わ

47）年
ねん

、新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

から沼
ぬま

田
た

町
ちょう

までの鉄
てつ

道
どう

がはい止
し

され、

雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

から鉄
てつ

道
どう

はなくなりました。

　そのころから国
こく

道
どう

や町
ちょう

道
どう

は広
ひろ

くな

り、ほそうされ、歩
ほ

道
どう

もつけられるよ

うになりました。

　こうして雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

はバスやトラックで

他
ほか

のまちと結
むす

びつき、べんりの良
よ

い住
す

みやすいまちとなってきたのです。

▲昔の雨竜駅

▲現在の江竜橋
（2011 年完成）

▲今の道路
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　そうすけさんたちは、地
ち

いきに古
ふる

く

から残
のこ

るものを受
う

けついていくため

に、自
じ

分
ぶん

たちに何
なに

ができるか考
かんが

えるこ

とにしました。

「古
ふる

いものは、どれもいろ

いろな人
ひと

が大
たい

切
せつ

にして伝
つた

え

ていたね。」

「暑
しょ

寒
かん

連
れん

山
ざん

太
だい

鼓
こ

や獅
し

子
し

神
かぐ

楽
ら

もそうした取
と

り組
く

みに一
ひと

つ

ではないかな。」

身
み

近
じか

な地
ち

域
いき

を見
み

直
なお

そう
３

地
ち

いきで受
う

け
継

つ

がれてきた
もの

暑寒連山太鼓の写真

獅子神楽の写真

暑寒連山太鼓保存会の方のお話
　雨竜の新しい郷土芸能として昭和56年に結成
され、昭和57年に公民館で町民の方々へ迫力ある
たいこがひろうされました。保存会員の減少とと
みに、一時活動が少なくなりましたが、現在は、子
ども会員が増加し、活動も活発になりました。
　暑寒フェスタや町民文化祭などで町民の方々に
元気になってもらえるよう活動を続けています。

獅子神楽保存会の方のお話
　明治41年に富山県から移住した人達によりつ
くられました。昭和12年戦争によって中断され
ましたが、昭和34年に復活し、今まで続いていま
す。町外への活動が広がるとともに、神楽発祥の
地「入善町」との交流も深めています。
　現在は，雨竜神社秋祭りや町民文化祭などで、
町民のみなさんにひろうしています。



− 116 −

　そうすけさんたちは、古
ふる

くから残
のこ

るものを受
う

けつぐ

取
と

り組
く

みに、より多
おお

くの子
こ

どもたちが参
さん

加
か

するために

はどうしたらいいか、話
はな

し合
あ

いました。

「実
じっ

際
さい

に体
たい

験
けん

してみ

て、自
じ

分
ぶん

たちが感
かん

じ

た楽
たの

しいところや、

やりがいをまわりの

人
ひと

に伝
つた

えることが大
だい

事
じ

だね」

「ポスターをつくっ

て、学
がっ

校
こう

や地
ち

いきで

宣
せん

伝
でん

してみたらどう

かな。」

獅子神楽を
いっしょにやりませんか？

　

きれいな衣しょうで
楽しくおどったりしよう

わたしたちの郷土芸能を守ろう

暑寒別連山太鼓を体験しました
◎バチの持ち方やたたきかたを教えてもらいました。
◎みんなとリズムを合わせるのがむずかしいですが、楽しかったです。


